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In 1909, MSC was established.  Today, the Company provides a diverse range of logistics services.
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（百万円）

08.９期 09.９期 前期比 前期比(%)

売 上 高 52,070 43,234 △8,836 △17.0%

営業利益 3,271 2,953 △318 △9.7%

売上高営業利益率 6.28% 6.83% ＋0.55% －

経常利益 2,774 2,176 △598 △21.6%

当期利益 1,165 826 △339 △29.1%

営業ＣＦ 4,407 6,348 ＋1,941 ＋44.0%

投資ＣＦ △25,701

30,322

△2,752 ＋22,949 －

－財務ＣＦ 5,083 △25,239

09.3末 09.９末 前期末比 前期末比(%)

自己資本比率 30.44% 29.63% △0.81% －

自己資本 50,530 51,381 ＋851 ＋1.7%

総 資 産 165,999 173,436 ＋7,437 ＋4.5%

D/Eレシオ 1.82 1.90 ＋0.08 －

2009年9月期決算内容 (1)決算概要



08.9期 09.9期 増減額 増減率

金融収支 -

その他営業外

資産売却益 211 213 ＋2 -

事業再編損失 - 199 ＋199 -

固定資産売却損・除却損 224 86 △138 -

有価証券評価損

その他特別損失 - 54 ＋54 -

△178 △130 ＋48 -

経常利益 2,774 2,176 △598 △21.6%

特別利益

461 65 △396 -
特別損失

△29.1%

△319 △647 △328

当期利益 1,165 826 △339

営業外損益

（百万円）

•金融収支： 有利子負債残高の増加による支払利息の増加（251百万円）

•資産売却益： 資産効率改善を目的とした有価証券の売却

•事業再編損失：関西における陸運業務の2社体制から1社体制への再編

営業外損益、特別損益

２

2009年9月期決算内容 (２)営業外損益、特別損益
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08.9期 09.9期 増減額 増減率

営業CF

主たる要因

投資ＣＦ

主たる要因

財務ＣＦ

4,407 6,348 ＋1,941

主たる要因

＋44.0%

減価償却費 2,583 2,956 ＋373 ＋14.4%

△25,701 △2,752 ＋22,949 －

30,322 5,083 △25,239 －

設備投資 25,933 2,997 △22,936 －

有利子負債 88,211 97,817 ＋9,606 ＋10.9%

連結キャッシュフローの状況 （百万円）

•営業ＣＦ:     大規模設備投資に伴う減価償却の増加及び法人税負担の減少を主たる理由として
前期比1,941百万円の増加

•投資ＣＦ:     大阪茨木レコードセンター新設工事、既存施設の維持更新等により2,997百万円支出

•有利子負債：09.3末有利子負債残高 92,146百万円（5,671百万円増加）
３

2009年9月期決算内容 (３)キャッシュフローの状況等



（百万円）

【目標、見通しなどに関する注意事項】

本資料に記載した内容のうち、歴史的事実でないものは、当社の将来に関する目標、計画および戦略、業績に関する予想および見通しであ

り、現時点で把握可能な情報から得られた当社の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな不確定要素により、これらの見通し

などと大きく異なる結果になり得ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼし得る要素には、（１）事業領域を取り巻く経済動

向、（２）競争の激化、（３）為替レートの変動を含む海外情勢の変化、（４）税制など諸規制の変更、などを含みます。また、業績に影

響を与え得る要素はこれらに限定されるものではありません。

09.3期 10.3期見通し 前期比 前期比（%）

売 上 高 99,826 88,000 △11,826 △11.8%

営業利益 6,307 6,700 ＋393 ＋6.2%

当期利益 1,731 1,800 ＋69 ＋4.0%

売上高営業利益率 6.32% 7.61% ＋1.29% -

経常利益 4,908 4,900 △8 △0.2%

自己資本 50,530 52,000 ＋1,470 ＋2.9%

総 資 産 165,999

30.4%

175,000 ＋9,001 ＋5.4%

自己資本比率 29.7% △0.7% -

営業ＣＦ 7,555 10,000 ＋2,445 ＋32.4%

投資ＣＦ △34,277

33,776

△9,000 ＋25,277

財務ＣＦ

-

3,000 △30,776 -

４

2010年3月期決算見通し (1)決算見通し概要



（百万円）

10.3期

上期実績 下期見通し 通期見通し

増減率

前期比

営業CF

主な要因

投資CF

主な要因 設備投資 34,762 2,997 6,003 9,000 △25,762 －

財務CF 33,776 5,083 △2,083 3,000 △30,776 －

主な要因

＋32.4%

＋11.9%

－

＋4.2%

6,348 3,652

2,956 3,144

△6,248

96,000

△2,752

97,817

09.3期

前期実績

増減額

前期比

7,555 10,000 ＋2,445

減価償却費 5,449 6,100 ＋651

△34,277 △9,000 ＋25,277

有利子負債 92,146 96,000 ＋3,854

•営業CF： 利益増、税負担の軽減により10,000百万円を見込む

•設備投資： 新規投資6,000百万円、既存施設の維持更新3,000百万円で計9,000百万円を見込む

•財務CF： 有利子負債の増加により3,000百万円のネットキャッシュインを見込む

•有利子負債：前期比3,854百万円増の96,000百万円を見込む

連結キャッシュフローの状況

５

2010年3月期決算見通し (２)キャッシュフローの状況等


